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研究成果の概要（和文）：  

 本研究では，中学校体育授業において知識・技能の習得に関わる素朴概念を解明し，学習者

の素朴概念を修正する学習指導方略を提案することを目的とした．そのため，バレーボールの

オーバーハンドパスの学習を対象に，技能の習得に関わる学習者の素朴概念とその変化につい

て素朴概念を修正するために仲間学習（Peer teaching）を適用し，その効果を経年的に検討し

た．その結果，生徒のオーバーハンドパスに関する素朴概念は修正され，そのパフォーマンス

は向上した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
   In this study, the possibility to change naive conception on a volleyball overhand pass 
skill and its impact on improving performance were examined. To achieve this aim, a Peer 
teaching model was introduced in the unit.  
    The results suggest that peer teaching is an effective strategy for improving both 
cognition and performance of a volleyball overhand pass skill. 
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１．研究開始当初の背景 

（1）知識学習の重要性と素朴概念 
 体育授業において知識の学習は重要であ

る．従来から，知識の乏しさが学習者のパフ

ォーマンスに影響を与えていることや，学習

者は自らの経験に根ざした知識を身につけ

て授業に臨んでおり，それが学習を促進，阻

害していることが指摘されている（Rink, 



2002; Griffin et al., 2001）．学習者が経験的

に身につけている知識は，「素朴概念」と呼

ばれ，他教科においては重要な研究対象とし

て取り上げられてきた．その特徴として，自

成的知識，変容の困難性，復元性の 3 つが挙

げられている（村山, 2000）． 
 
（2）体育授業における素朴概念の測定 
 体育授業においても素朴概念を示唆する

知識は実践レベルで報告され，その変容がパ

フォーマンスを規定することも指摘されて

きた（有信，1979）．しかし，それらは実証

的なデータの収集，解釈という点で問題を残

していた．そのため，荻原ら（2008）はオー

バーハンドパスを対象に，中学生が経験的に

身につけている素朴概念の特徴を抽出する

テスト法を開発し，学習者にはオーバーハン

ドパスにおける引きつけの知識が欠落して

いることや，学習者は学習前に経験的に一定

の知識を身につけていることを指摘した． 
 
（3）素朴概念の変容困難性と復元性 
 素朴概念は変容が難しく，変容しても元に

戻る復元性を備えている．この変容の困難性

は，体育授業の単元学習あるいは経年的学習

を通じて解決することができるのか，あるい

は，素朴概念が修正されてもしばらくすると

復元されてしまうのか，体育授業においては，

変容の困難性や復元性について検証されて

いるわけではない．比較的変容が容易な素朴

概念の解明や，復元性を促す要因についても

検討する必要がある． 
 
（4）素朴概念に関わる要因と修正方略 
 経験的に身につけた素朴概念が，新しい技

術の習得に影響することを考えると，技能の

高い学習者とそうでない学習者の素朴概念

が異なっていることが予想される．技能の高

い学習者の素朴概念の特徴や学習者が素朴

概念を修正するために用いている方略につ

いて明らかにすることで，素朴概念を修正す

るための指導方略や教材・授業を検討するこ

とができると考える．他教科においては，素

朴概念と抵触する事例を用いて，自分の持っ

ている判断基準の不適さや不十分さを意識

化することで，教示された正しい知識の受け

入れが促進されるとされてきた(麻柄ほか, 
2006, pp.91-95)．これらの指摘を踏まえ，学

習者の技能レベル，先行経験，発達段階，時

間条件，練習機会，素朴概念を意識化する方

法や正しい知識を伝える方法を検討して，素

朴概念を修正する方略を考える必要がある． 
 

（5）非日常的な運動技術に対する素朴概念

の影響 
 オーバーハンドパスは 3段攻撃を組み立て

るセットアップの技術として重要であるが，

習得に時間を要し，初心者にとって難しい技

術とされている．日常生活で行うことがほと

んどなく，学習指導要領上でバレーボールが

明記されるのは中学校からであるため，日常

生活で身につけている素朴概念による抵抗

を受けやすく，中学生であっても経験的な知

識を用いて学習しようとすると考えられる．

一方，中学生は言語的教示による運動の獲得

が可能になる時期でもある (市村, 2002)．こ

の能力を活用して動作を言語で理解し，知識

を修正して技能習得することも可能である

と考える． 
 
２．研究の目的 

 素朴概念とは，学習者が経験的に身につけ

ている知識であり，この知識が新しい知識の

習得を妨げたり促進したりしている．したが

って，本研究では，体育授業において新しく

学習する知識・技能の習得に関わる素朴概念

を解明し，学習者が所持している素朴概念に

応じた学習指導方略を提案することを目的

とする． 

 そのため，中学校体育授業におけるバレー

ボールのオーバーハンドパスの学習を対象

に，技能の習得に関わる学習者の素朴概念と

その変化について，経年的変化を踏まえて検

討し，素朴概念を修正する学習指導方略の有

効性を検討した． 

 
３．研究の方法 

（1）研究対象 
 2011 年 1 月〜2 月に茨城県つくば市立 T
中学校 1年生を対象に行われたバレーボール

単元 10 時間，および 1 年後の 2012 年 1 月〜

2 月に同校 2 年生を対象に行われたバレーボ

ール単元 10 時間を対象とした． 
 

（2）単元計画 

 表 1 は中学 1 年次の単元計画，表 2 は中学

2 年次の単元計画である． 
 中学 1 年次のゲームでは，相手チームから

のファーストボールをキャッチ可とし，トス

アップの機会を保障するゲームを行った．そ

のため，ドリルゲームでは，安定したボール

の投げ入れからトスアップのスキル練習を

実施した． 

 中学 2 年次では，毎授業の終盤に実施した

メインとなるゲームを発展させた．そこでは，

1 本目のレシーブをキャッチ不可としワンバ



４．研究成果 ウンドを許容したゲームを適用した．なお，

中学 1 年次と 2 年次で比較検討するため，同

様のドリルゲームを実施し，両学年共に仲間

学習（peer teaching）を実施した． 

（1）経年的変化による素朴概念の変容 

 素朴概念は，変容困難性や復元性を特徴と

するため，変容困難性や復元性の程度を評価

し，比較的変容が易しく元に戻らない知識や

そのための方略を検討する必要がある．した

がって，初年度の授業単元前後での素朴概念

と技能パフォーマンスの変化を明らかにす

るだけでなく，同じ学習者の 1 年後の変化，

次年度の授業単元前後の変化についても検

討し，発達に伴う経年的変化および，素朴概

念の変容可能性と復元性を評価した． 

 
表 1. 中学 1 年次の単元計画 

 その結果，素朴概念の経年的変化について

は、次のことが明らかになった． 

  重要度問題，および静止画問題において，

中学 1年次に向上がみられる重要度問題の項

目や静止画問題の設問がみられた．重要度問

題および静止画問題において，中学 1 年から

2 年の学習後において，長期的な学習を重ね

ることで獲得される知識があることが示唆

された．一方で，経年的に学習を重ねても変

化がみられない項目や問題もあり，これらに

ついては特別な学習指導方略の検討の必要

性が示唆された． 

表 2．中学 2 年次の単元計画 

 
表 3．重要度問題における経年変化  

（3）素朴概念のデータ収集と分析方法 

単元開始前および単元終了後に，重要度問

題と静止画問題から構成される素朴概念調

査票（荻原ほか，2008）を用いてアンケート

調査を実施した．調査の趣旨については，授

業担当教員と打ち合わせの上，授業実施前に

学校長並びに生徒に説明し了解を得た． 

重要度問題は，オーバーハンドパスに関す

る技術的課題 12 項目の重要度を 5 段階で評

価させた．回答は，「とても重要」を 5 点，「ま

ったく重要でない」1 点とし，平均値を算出

した．また，静止画問題は，上肢動作の問題

が 4 問，ボールをとらえる位置の問題が 2 問，

上肢動作における連続静止画の中から重要

だと思うポイントが含まれるものを選択す

る問題が 1 問の全 7 問で構成されていた．回

答は，各問題 1 点とし正答率を算出した． 

 
表 4．静止画問題における経年変化 

 
（4）パフォーマンス分析    

 また，学習を通して変容可能な知識と変容

が困難な知識が存在した．特に，変容が困難

な知識については，これを修正，変容させる

手立てを取り入れた学習指導方略の提案の

必要性が示唆された． 

ゲームと切り離された状況での技能の定

着度を確認するため，毎時間実施されたドリ

ルゲームをビデオカメラで撮影し，遠藤・篠

村（1993）の評価基準を参考に分析を行った．

パフォーマンスの分析については，動作得点

（6 点満点）および，その成功率を評価基準

として用いた． 
以上のことから，学習者の知識には変容可

能な知識と変容が困難な知識が存在するこ

とが明らかになった．このことは，学習者は 



通常の授業を受けるだけでは，簡単に学習者

の知識を変容させることができないことを

改めて示唆していた．一方で，このことは，

学習を経ることで変容可能な知識もあった

ことから，授業においてより学習すべき知識

が明らかになったとも言える． 
 

（2）素朴概念を修正する指導方略の検証 

 体育授業における素朴概念の内容，変容困

難度と復元性等について検討した上で，検証

授業を積み重ね，素朴概念の変容を促し，正

しい知識をパフォーマンスの向上つなげる

ための授業方法論，時間数や学習機会を保証

するための工夫した学習指導方略を適用し

た介入授業を実施した． 

 素朴概念を修正するための指導方略とし

て，Metzler（2000）の仲間学習（Peer 
teaching）を参考に学習カードを活用した介

入授業を行い，素朴概念の変化を比較検討し

た． 

仲間学習の実施方法は，分析対象としたド

リルゲームの際に，チーム内でペアをつくら

せ，パートナーの動きを毎回観察しチェック

シートに記入させた．単元前半では，手の形，

落下点，引きつけ，単元後半では下半身を中

心とした連動的な動きをチェックポイント

とした．ドリルゲーム終了後に，パートナー

のパフォーマンスについてアドバイスを記

入させ，その内容を相互に確認させた．その

結果，次のことが明らかになった． 
生徒同士が教え合うことによって，クラス

全体の重要度平均値は上昇した．なかでも，

「④引きつけ」については，もともと多くの

生徒が持っていない知識だったため，その重

要度は向上していた．静止画問題についても，

クラス全体の平均得点は上昇していた．全体

のパフォーマンスについては，単元後に向上

したものの，引きつけや体の連動については

50％程度の成功率にとどまった． 
 さらに，2 年間の継続的な仲間学習の実施

により，パフォーマンスは表 5 のように変化

した． 
 

表 5．パフォーマンスの変容 

 
 手の形については，はじめから比較的習得

しやすい動作であったこと，引きつけについ

ては 2年間の継続的な学習により成功率が高

まっていったことが明らかになった．しかし，

膝の屈伸や体の連動といった下半身を多く

用いた動作に関しては，2 年間の学習後も 50
〜60％程度の成功率であった．これらの指導

については，異なる学習指導方略の検討が必

要であることが示唆された． 
以上の結果から，素朴概念を修正する学習

指導方略として，観点を限定した観察，観察

結果を人に伝え，パートナーとの教え合いが

含まれる仲間学習を活用することは，認識レ

ベル，パフォーマンスレベルで変容が可能で

あったことが示唆された．また，継続的に学

習を重ねることで素朴概念は修正された．し

かし，パフォーマンスに関しては，向上して

いかない動作もみられたため，これらについ

ては別の学習指導方略を検討する必要性が

示唆された．今後の課題としたい． 
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